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入
れ
歯
デ
ー

（
10
月
８
日
）か

ら
い
い
歯
デ
ー

（
11
月
８
日
）

ま
で
は
歯
科
医
療
充
実
へ
向

け
た
ア
ピ
ー
ル
月
間
だ
。
国

民
の
口
腔
状
況
の
改
善
は
目

覚
ま
し
い
。
歯
科
疾
患
実
態

調
査
（
16
年
）
で
は
、
８
０

２
０
達
成
者
は
51
・
２
％
。

99
年
か
ら
５
倍
程
度
増
加
し

た
。
１
人
平
均
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指

数
は
７
歳
０
・
４
↓
０
・

１
、
14
歳
５
・
２
↓
０
・
６

に
減
少
し
た
。

　

歯
科
医
師
と
し
て
は
鼻
が

高
い
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
努

力
に
よ
る
フ
ッ
素
活
用
の
浸

透
、
家
庭
で
の
お
や
つ
制
限

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
徹
底
な

ど
、
国
民
全
体
が
う
蝕
を
駆

逐
す
る
方
向
へ
と
動
い
た
か

ら
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
35
歳
以
上
の
世
代

別
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
は
12
・

１
〜
22
・
６
で
、
劇
的
な
改

善
は
な
い
。
増
齢
に
伴
っ
て

口
腔
清
掃
へ
の
関
心
が
薄

れ
、
受
診
機
会
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。

　

う
蝕
の
撲
滅
に
は
継
続
的

な
検
査
・
予
防
・
教
育
が
必

要
だ
。
４
つ
目
に
隔
離
を
加

え
れ
ば
、
同
じ
く
感
染
症
で

あ
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
通
じ

る
。
感
染
症
の
撲
滅
へ
、
総

じ
て
日
本
に
足
り
な
い
も
の

と
言
え
る
。 

（
Ｉ
）

「
都
構
想
」
で
は
命
守
れ
な
い
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大阪府歯科保険医協会
理事長・小澤力

大阪府保険医協会
理事長・高本英司

大阪民主医療機関連合会
会長・大島民旗

大阪医療労働組合連合会
執行委員長・廣田智美

夢洲開発いつか来た道

不
要
不
急
の
１
兆
円
事
業

不
要
不
急
の
１
兆
円
事
業

カ
ジ
ノ
は
成
り
立
た
な
い

カ
ジ
ノ
は
成
り
立
た
な
い

市
民
生
活
を
守
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守
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協
会
と
大
阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
民
主
医
療
機

関
連
合
会
、
大
阪
医
療
労
働
組
合
連
合
会
の
各
代
表

（
写
真
）
は
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
１
日
に
発
表
し
、「
大

阪
都
構
想
」
で
は
市
民
の
命
と
健
康
は
守
れ
な
い
と
し

て
、「
住
民
投
票
で
否
決
し
、
命
・
健
康
・
生
活
を
守

る
市
政
に
転
換
を
」
呼
び
か
け
た
。
ア
ピ
ー
ル
全
文
は

次
の
通
り
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
な
か
、
医
療
現
場
で

は
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
日
夜
奮
闘
が
続
い
て

い
ま
す
。
感
染
拡
大
を
食
い

止
め
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
に
保
健
所
、
病
院
、
発
熱

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
な

ど
医
療
・
防
疫
体
制
の
強
化

が
緊
急
に
求
め
ら
れ
る
な
か

で
、
大
阪
市
を
廃
止
・
解
体

す
る
「
大
阪
都
構
想
」
に
莫

大
な
予
算
や
時
間
を
費
や
す

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
市

民
の
命
と
健
康
を
最
前
線
で

守
る
医
療
関
係
団
体
と
し

て
、
住
民
投
票
で
「
大
阪
市

の
廃
止
」
を
否
決
す
る
こ
と

を
強
く
呼
び
か
け
ま
す
。

不
要
不
急
の
「
改
革
」

　

大
阪
市
を
廃
止
・
解
体

し
、
特
別
区
を
設
置
す
る
に

は
２
４
１
億
円
も
の
初
期
コ

ス
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

不
要
不
急
の
行
政
機
構
「
改

革
」
に
巨
費
を
浪
費
す
る
の

で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

予
算
を
回
し
、
目
の
前
の
住

民
の
命
や
生
活
を
守
る
た
め

に
費
や
す
べ
き
で
す
。

　

大
阪
市
が
４
つ
の
特
別
区

に
解
体
さ
れ
れ
ば
、
市
は
従

来
の
権
限
・
財
源
の
大
部
分

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

維
新
府
政
・
市
政
は
「
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
維
持
す
る
」
と

言
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
権

限
・
財
源
で
は
医
療
・
福
祉

施
策
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

住
民
投
票
で
否
決
を

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、「
二
重

行
政
の
無
駄
」
な
ど
と
し
て

切
り
捨
て
ら
れ
て
き
た
公
立

病
院
や
公
衆
衛
生
研
究
所
、

福
祉
医
療
費
助
成
な
ど
の
重

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま

し
た
。「
都
構
想
」
で
カ
ジ

ノ
・
Ｉ
Ｒ
の
誘
致
や
夢
洲
開

発
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、

暮
ら
し
・
医
療
機
関
支
援
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
都
構
想
」
で
は
市
民
の

命
と
健
康
は
守
れ
ま
せ
ん
。

住
民
投
票
で
「
大
阪
市
の
廃

止
」
を
否
決
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
市
民

の
命
・
健
康
・
生
活
を
第
一

に
守
る
政
令
都
市
大
阪
市
の

強
化
を
強
く
訴
え
ま
す
。

　

大
阪
市
住
之
江
区
医
師
会

は
、「
大
阪
都
構
想
」
に
対

し
、
９
月
25
日
の
理
事
会
で

満
場
一
致
で
反
対
を
決
議
し

た
。
地
域
医
療
を
守
る
医
師

会
と
し
て
「
特
別
区
の
財
政

難
か
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
、
地
域
住
民
の
健
康
保

持
に
大
き
な
影
響
が
出
る
」

と
し
、
立
ち
上
が
る
こ
と
と

な
っ
た
と
表
明
。「
都
構
想
」

が
成
立
す
る
と
、
▽
市
の
税

収
と
保
有
資
産
が
府
に
没
収

さ
れ
る
▽
独
裁
制
ゆ
え
に
自

治
権
を
有
し
な
い
▽
基
幹
産

業
を
持
た
な
い
特
別
区
は
財

政
難
と
な
る
危
険
性
が
あ
る

―
―
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

同
会
は
市
立
住
吉
市
民
病

院
の
廃
止
問
題
で
存
続
運
動

を
展
開
。
前
回
の
住
民
投
票

で
も
反
対
を
決
議
し
た
。

京
都
、
名
古
屋
な
ど
他
都
市

で
は
問
題
に
も
な
っ
て
い
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

維
新
は
二
重
行
政
の
解
消

で
旧
Ｗ
Ｔ
Ｃ
や
り
ん
く
う
タ

ワ
ー
ビ
ル
な
ど
の
大
型
開
発

の
ム
ダ
を
な
く
せ
る
と
い
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
に

踊
ら
さ
れ
た
府
市
一
体
の

「
政
策
の
誤
り
」
が
原
因
で

す
。
二
重
行
政
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
早
急

な
生
活
・
経
営
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
二
重
三
重
に

機
能
し
て
然
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
大
阪
市
の

廃
止
で
は
な
く
、
国
・
府
・

市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
と
財

源
を
活
用
し
て
暮
ら
し
を
守

る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
す
。 

（
つ
づ
く
）

府
立
公
衆
衛
生
研
究
所
と
市

立
環
境
科
学
研
究
所
の
統
合

・
独
立
行
政
法
人
化
（
17

年
）な
ど
は
そ
の
一
端
で
す
。

　

仮
に
府
市
双
方
で
同
じ
機

能
を
も
つ
業
務
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
病
院
や
図
書
館
な

ど
の
よ
う
に
市
民
の
ニ
ー
ズ

が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
二
重
行
政
の
ま
ま
で

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
神
戸
や

大
阪
府
は
東
京
都
の
３
分
の

１
し
か
検
査
し
て
い
ま
せ
ん

（
図
２
）。「
都
構
想
」
に
反

対
を
突
き
つ
け
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
抜
本
的
に
予
算
を
投
入

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
や
経
営
が
苦
境
に

陥
る
な
か
で
、
市
民
が
本
当

に
求
め
て
い
る
の
は
カ
ジ
ノ

誘
致
や
夢
洲
巨
大
開
発
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、

　

維
新
は
大
阪
市
の
権
限
と

財
源
を
使
っ
て
夢
洲
を
大
開

発
し
、
カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
を
誘

致
す
る
「
成
長
戦
略
」
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
巨

大
開
発
で
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
、
地
下
鉄
を
延
伸
し
、
道

路
を
拡
張
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
関
連
の

事
業
費
は
１

兆
円
超
と
言

わ
れ
、
不
要

不
急
の
費
用

で
す
（
図

１
）。

　

コ
ロ
ナ
禍

で
外
国
人
観

光
客
が
激
減

し
、
賭
博
産

業
は
オ
ン
ラ

イ
ン
カ
ジ
ノ

へ
と
構
造
転

換
を
進
め
て

　

維
新
は
「
都
構
想
」
議
論

の
最
大
の
焦
点
と
し
て
「
二

重
行
政
の
解
消
」
を
か
か
げ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
二

重
行
政
」
と
し
て
削
ら
れ
て

き
た
の
は
、
生

活
に
欠
か
せ
な

い
施
設
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
で

す
。
市
立
住
吉

市
民
病
院
の
廃

止
（
18
年
）、

い
ま
す
。
世
界
最
大
の
米
ラ

ス
ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ
は
日
本

進
出
か
ら
撤
退
を
表
明
す
る

な
ど
、
従
来
型
カ
ジ
ノ
は
破

た
ん
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
９
月
29
日
付
「
朝

日
」
の
世
論
調
査
で
は
、
Ｉ

Ｒ
誘
致
は
反
対
が
57
％
と
賛

成
の
32
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
民
意
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ま
ま
夢
洲
へ
の
巨
大

投
資
を
進
め
れ
ば
、
府
市
が

失
敗
を
繰
り
返
し
て
巨
額
の

負
債
を
抱
え
た
ベ
イ
エ
リ
ア

開
発
と
同
じ
道
を
た
ど
る
こ

図１ 夢洲・ＩＲ関連の巨大開発
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136億

「
都
構
想
」
反
対
を
決
議

ア
ピ
ー
ル
全
文

住
民

投
票
パ
ン
フ
活
用
を

大
阪
市
住
之
江
区
医
師
会

　「都構想」の問題点をまとめたパンフ
を本紙10月５日付に同封し、お送りし
ました。医院で活用される方には追加で
無料配布します。申し込みは事務局まで。

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を10月15日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/

12,251
（139.1人）

33,764
（242.5人）

厚労省資料から9/24～30の数値を比較

※カッコ内は10万人あたり

大阪東京

図２
１週間のＰＣＲ検査実施人数


